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柴原浩章、鈴木光明：当科における抗クラミジア・トラコマティス抗体保有不

妊女性の年次推移. 第 27 回日本産婦人科感染症研究会、宇都宮、2009 年 6 月
20日. 
 

平嶋周子、大口昭英、松原茂樹、高橋佳代、鈴木寛正、吉田美海、石田洋一、

桑田知之、薄井里英、泉章夫、鈴木光明：妊娠中期の子宮動脈血流速度波形異

常とその後の sＦlt-1：PIGF比及び sEng測定による早産妊娠高血圧腎症予知。 

第 61回日本産婦人科学会総会	 2009年 4月 3日、京都国際会館	 （日産婦誌	 
2009；61：501） 
 

広瀬典子、桑田知之、大井朝子、薄井里英、大口昭英、泉章夫、松原茂樹、鈴

木光明：1 絨毛膜 1 羊膜性双胎(MM 双胎)の管理：症例報告。第 69 回日産婦栃
木地方部会	 2009年 1月 25日	 宇都宮 

 
池田伴衣、平野由紀、今吉真由美、猿山美幸、徳永	 誠、島田和彦、鈴木達也、



 12 

高見澤	 聡、柴原浩章、鈴木光明：一般的な GnRH analog製剤投与法を避けた
ART 治療成績の検討. 	 第 70 回日産婦栃木地方部会、宇都宮、2009 年 9 月 6
日. 

 
今吉真由美、桑田知之、大井朝子、森澤宏行、薄井里英、大口昭英、泉章夫、

松原茂樹、鈴木光明：胎内で 2 度の消化管穿孔を起こしたと考えられる胎便性

腹膜炎の 1例。第 70回日産婦栃木地方部会	 2009年 9月 6日 
 
石橋宰、羅善順、石川源、大口昭英、泉章夫、松原茂樹、間瀬有里、朝倉啓文、

米山剛一、竹下俊行、瀧澤俊広：正常および妊娠高血圧症候群の胎盤において

発現するマイクロRNAの大規模プロファイリング解析	 第 17回日本胎盤学会、
東京	 2009年 10月 17日	 （同抄録 55） 

 
石橋宰、羅善順、倉品隆平、軸薗智雄、石川源、大口昭英、泉章夫、松原茂樹、

間瀬有里、朝倉啓文、米山剛一、竹下俊行、瀧澤俊広：妊娠高血圧症候群で発

現が変動する胎盤由来マイクロRNAの大規模プロファイリングによる同定の試
み  Trial of large-scaled profiling-based identification of placenta-derived 
microRNAs with altered expression by pregnancy-induced hypertension.	 第 24

回生殖免疫学会	 東京	 2009年 11月 27日	 （Reproductive Immunology and 
Biology 2009;24:182） 
 

石田洋一、高見澤	 聡、池田伴衣、橘	 直之、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、

柴原浩章、山口千恵子、角田啓道、鈴木光明：ARTにおける尿中 hCG値と妊娠
予後の関連性の検討.	 第 140回日本生殖医学会関東地方部会、千葉、2009年 6

月 13日. 
 
小林真実、藤原寛行、種市明代、橘直之、永井崇、野中宏亮、竹井裕二、町田

静生、嵯峨泰、鈴木光明：月経困難症改善に子宮腺筋症核出術が有効であった

一例	 第 69回日産婦栃木地方部会	 2009年 1月 25日	 宇都宮 
 

小林真実、泉章夫、鈴木はる奈、桑田知之、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、

鈴木光明：頸管縫縮術自体が術後 CRP・白血球数を増加させるか？—術後経過
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予測因子としてのCRPと白血球数—	 第 27回産婦人科感染症研究会	 2009年
6月 20日	 宇都宮 
 

郡山純子、柴原浩章、白石康子、平野由紀、鈴木光明：精子不動化抗体による

完全不動化直前に精子は一過性に激動する.	 第 61回日本産科婦人科学会、京都、
2009年 4月 4日. 

 
郡山純子、柴原浩章、白石康子、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、高見澤	 聡、

山口千恵子、角田啓道、鈴木光明：精子結合抗体を保有する精子無力症男性の

精子運動パラメーターの特徴. 	 第 28回日本アンドロロジー学会、富山、2009
年 7月 3日. 
 

郡山純子、柴原浩章、白石康子、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、高見澤	 聡、

山口千恵子、角田啓道、鈴木光明：直接イムノビーズテスト (direct-immunobead 
test；D-IBT)のカットオフ値の検討.	 第 27 回日本受精着床学会、京都、2009

年 8月 7日. 
 
郡山純子、柴原浩章、徳永誠、平野由紀、高見澤聡、鈴木光明：IVF患者におけ

る卵胞液中の抗透明帯（ZP）抗体の解析.	 第 24回日本生殖免疫学会総会、2009
年 11月 27日. 
 

桑田知之、大草尚、薄井里英、大口昭英、泉章夫、松原茂樹、鈴木光明：経膣

超音波を用いた簡便な子宮頸部硬度推定法の考案。第 61回日本産婦人科学会総
会	 2009年 4月 4日、京都国際会館	 （日産婦誌	 2009；61：593） 

 
町田静生、藤原寛行、深澤一雄、平尾潔、野口忠男、竹井裕二、嵯峨泰、泉章

夫、松原茂樹、鈴木光明：本県における妊婦検診時の子宮頸癌検診の実態調査。 

第 61回日本産婦人科学会総会	 2009年 4月 4日、京都国際会館	 （日産婦誌	 
2009；61：552） 
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町田静生、野中宏亮、佐藤尚人、竹井裕二、嵯峨泰、藤原寛行、大和田倫孝、

鈴木光明：再発卵巣癌および初発明細胞・粘液性腺癌に対するnedaplatin-CPT11
併用化学療法	 第47回日本癌治療学会学術集会	 2009年10月22-24日	 横浜 

 
町田静生、高橋寿々代、竹井裕二、嵯峨泰、藤原寛行、鈴木光明：腸上皮化生

を呈した膣腫瘍の一例	 第 48回日本臨床細胞学会	 2009年 10月 30-31日	 福

岡 
 
松崎利也、矢内原巧、武谷雄二、吉村泰典、水沼英樹、苛原	 稔、星合	 昊、

安藤一道、斎藤英和、藤井俊策、福田	 淳、村上	 節、丸山哲夫、百枝幹雄、

石川雅彦、佐藤芳昭、小川隆吉、近藤芳仁、稲垣	 昇、宮崎豊彦、倉沢滋明、

池永秀幸、花岡嘉奈子、柴原浩章、角田	 隆、横田佳昌、奥	 裕嗣、福田愛作、

塩谷雅英 (the Japanese r-hFSH Ovulation Induction Study Group)：遺伝子組換
え卵胞刺激ホルモンと尿由来卵胞刺激ホルモンの第 � 度無月経、無排卵周期症
を対象とした第 � 相多施設共同単盲検並行群間比較試験.	 第 61 回日本産科婦

人科学会、京都、2009年 4月 5日. 
 
永山志穂、柴原浩章、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、高見澤	 聡、山口千恵

子、角田啓道、鈴木光明: ART初回の選択的良好新鮮胚1個移植を行う至適時期
の検討.	 第27回日本受精着床学会、京都、2009年8月6日. 
 

永山志穂、高見澤	 聡、大丸貴子、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、柴原浩章、

鈴木光明：経口排卵誘発剤とリコンビナント FSH製剤の併用による不妊治療成
績の検討.	 第 139回日本生殖医学会関東地方部会、東京、2009年 2月 14日. 

 
奥野さつき、平野由紀、橘	 直之、郡山純子、白石康子、島田和彦、菊池久美

子、鈴木達也、高見澤	 聡、柴原浩章、鈴木光明：PCOS を伴う不妊女性に対

するクエン酸クロミフェン療法による排卵誘発成功の予測.	 第 140回日本生殖
医学会関東地方部会、千葉、2009年 6月 13日. 
 

大井朝子、桑田知之、小林真実、森沢宏行、薄井里英、大口昭英、泉章夫、松

原茂樹、鈴木光明：胎児臀部の嚢胞状病変；髄膜瘤 or 奇形腫？	 第 34回栃木
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県母性衛生学会総会。2009年 6月 13日、宇都宮市 
 
大口昭英、平嶋周子、松原茂樹、鈴木寛正、高橋佳代、薄井里英、鈴木光明：

妊娠蛋白尿における血清ｓFltl：PIGF比および sＥng濃度。第 61回日本産婦人
科学会総会	 2009年 4月 4日、京都国際会館	 （日産婦誌	 2009；61：591） 
 

大丸貴子、平野由紀、永山志穂、菊池久美子、島田和彦、白石康子、鈴木達也、

高見澤	 聡、柴原浩章、鈴木光明：ART反復不成功後の非 ART妊娠成立症例の
検討.	 第 69回日産婦栃木地方部会、宇都宮市、2009年 1月 25日. 

 
嵯峨	 泰、佐藤尚人、王	 冬冬、町田静生、竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明. マ
ルチターゲット型チロシンキナーゼ阻害剤ソラフェニブの卵巣粘液性腺癌に対

する効果. 第 47回日本癌治療学会 2009年 10月 22‐24日	 横浜 
 
嵯峨	 泰、竹井裕二、野中宏亮、高橋佳容子、町田静生、藤原寛行、鈴木光明. 卵

巣粘液性腺癌の抗癌剤耐性気所に関する研究. 第 46 回日本婦人科腫瘍学会 
2009年７月 10‐12日	 新潟 
 

坂本有希、大口昭英、高橋寿々代、桑田知之、薄井里英、渡辺尚、泉章夫、松

原茂樹、坂野康人、三澤吉雄、鈴木光明：大動脈縮窄症、狭窄後拡張破裂合併

妊娠の 1 例．第 118 回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会	 （同誌	 

2009；46：302）	 2009年 11月 8日	 東京、都市センター 
 
猿山美幸、藤原寛行、種市明代、竹井裕二、町田静生、鈴木達也、高橋寿々代、

佐藤尚人、嵯峨	 泰、大井朝子、坂本有希、柴原浩章、鈴木光明. 異所性（内性
器外）子宮内膜症 16例の検討. 第 70回日産婦栃木地方部会. 宇都宮	 2009年
9月 6日. 

 
佐藤尚人、嵯峨	 泰、王	 冬冬、高橋佳容子、町田静生、竹井裕二、藤原寛行、

鈴木光明. 上皮成長因子受容体(EGFR)モノクローナル抗体Cetuximabの卵巣粘

液性癌に対する効果. 第 47回日本癌治療学会 2009年 10月 22‐24日	 横浜 
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島田和彦、平野由紀、柴原浩章、鈴木光明：卵管の Chlamydia trachomatis 感
染時における Toll-like receptor 2, 4 の発現およびケモカインの動態につい
て.	 第 61回日本産科婦人科学会、京都、2009年 4月 5日. 

 
島田和彦、平野由紀、鈴木達也、高見澤	 聡、柴原浩章、鈴木光明：初期胚移

植と胚盤胞移植における子宮外妊娠率と流産率の比較.	 第 27 回日本受精着床

学会、京都、2009年 8月 6日. 
 
白石康子、柴原浩章、郡山純子、平野由紀、鈴木光明：精子不動化抗体陽性不

妊男性の血中抗体が認識する対応精子抗原の解析. [高得点演題]	 第 61 回日本
産科婦人科学会、京都、2009年 4月 5日. 
 

鈴木はる奈、野中宏亮、鈴木達也、町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原寛行、

鈴木光明. ソマトスタチンアナログを用い保存的に治癒した卵巣癌術後の難治
性乳縻腹水の 1 例. 第 117 回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会. 東京 

2009年 6月 14日 
 
鈴木寛正、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明：sＦlt-1 発現アデノウィルスベクタ

ーを用いた妊娠高血圧腎症様マウスモデルへの VEGF，PIGF投与効果。 
第 61回日本産婦人科学会総会	 2009年 4月 3日、京都国際会館	 （日産婦誌	 
2009；61：499） 

 
鈴木光明：ベセスダシステム準拠子宮頸部細胞診報告様式理解のために	 平成 
20年度子宮がん検診従事者講習会	 2009.1.14. 甲府市 

 
鈴木光明：ベセスダシステム準拠子宮頸部細胞診報告様式理解のために	 平成

20年度子宮がん検診従事者講習会	 2009.3.10. 宇都宮市 

 
鈴木光明：ベセスダシステム準拠子宮頸部細胞診報告様式理解のために	 平 
成 21年度日本産婦人科医会熊本県支部定例総会	 2009.4.12.	 熊本市 

 
鈴木光明：再発卵巣癌の治療戦略	 第 117回日産婦関東連合地方部会、ランチ
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ョンセミナー	 2009.6.14.	 東京都 
 
鈴木光明：子宮頸がん検診の現状とこれから	 ‐頸がん予防ワクチンの話題も

含めて‐	 平成 21年度栃木県がん集検協議会学術講演会	 2009.7.8.	 宇都宮
市 
 

鈴木光明：子宮頸がんワクチン	 平成 21年第 2回日産婦学会大分地方部会・大
分産婦人科医会研修会	 2009.11.26. 大分市 
 

鈴木光明：抗体療法の新しい展開	 137回日本医学会シンポジウム	 2009.12.3. 
東京都 
 

橘	 直之、菊池久美子、白石康子、平野由紀、高見澤聡、柴原浩章、鈴木光明：

不妊治療により妊娠成立した PCOS女性に対する metformin継続投与の有用性
について.	 第 61回日本産科婦人科学会、京都、2009年 4月 5日. 

 
高橋寿子、松原茂樹、桑田知之、永井崇、大口昭英、薄井里英、泉章夫、鈴木

光明：Alport症候群合併妊娠：妊娠経過と臍帯免疫染色による出生児診断の試み。

第 61回日本産婦人科学会総会	 2009年 4月 4日、京都国際会館	 （日産婦誌	 
2009；61：599） 
 

高橋佳代、大口昭英、松原茂樹、吉田美海、鈴木寛正、平嶋周子、桑田知之、

薄井里英、泉章夫、鈴木光明：肥満妊婦での妊娠中期の内蔵/腹腔面積比は妊娠
糖尿病を高率に予知する；前方視的研究。第 61回日本産婦人科学会総会	 2009

年 4月 3日、京都国際会館	 （日産婦誌	 2009；61：439） 
 
高見澤聡、島田和彦、菊池久美子、平野由紀、鈴木達也、柴原浩章、鈴木光明： 

GnRHアンタゴニスト単回投与法と連日投与法による ART調節卵巣刺激での卵
胞発育・エストラジオール値動態の比較.	 第 61回日本産科婦人科学会、京都、
2009年 4月 3日. 

 
竹井裕二、藤原寛行、町田静生、種市明代、鈴木達也、野中宏亮、永井崇、鈴
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木光明： Taxan/Platinum 抵抗性再発卵巣癌に対する Gemcitabin 単剤療法の有
用性と安全性に関する検討. 第 46 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会. 新潟、
2009年 7月 10-12日. 

 
瀧澤俊広、石川源、間瀬有里、大口昭英、泉章夫、松原茂樹、竹下俊行：胎盤

絨毛栄養膜はエクソゾームを介して microRNA（miRNA）を母体血液中に放出

している：新しい診断ツールとしての miRNA。第 61 回日本産婦人科学会総会	 
2009年 4月 3日、京都国際会館	 （日産婦誌	 2009；61：446） 
 

種市明代、藤原寛行、野中宏亮、高橋寿々代、竹井裕二、町田静生、嵯峨泰、

根津幸穂、今野良、鈴木光明：子宮内膜症性嚢胞と PID‐子宮内膜症性嚢胞は
PID を合併しやすいか	 第 30 回日本エンドメトリオーシス学会	 仙台	 2009

年 1月 17-18日 
 
種市明代、藤原寛行、森澤宏行、大井朝子、坂本有希、斉藤こよみ、猿山美幸、

佐藤尚人、高橋寿々代、竹井裕二、町田静生、嵯峨泰、鈴木光明：PID53 例の
臨床的特徴	 第 27回日本産婦人科学会感染症研究会	 2009年 6月 20日	 宇都
宮 

 
種市明代、藤原寛行、野中宏亮、高橋寿々代、竹井裕二、町田静生、嵯峨泰、

鈴木光明：子宮内膜症性嚢胞にpelvic	 inflammatory	 disease（PID）は高率に

合併する	 第61回日本産科婦人科学会学術講演会	 2009年4月3-5日	 京都 
 
徳永	 誠、柴原浩章、郡山純子、白石康子、平野由紀、高見澤	 聡、鈴木光明：

精子不動化抗体保有不妊女性における臨床的妊娠成立後の転帰.	 第 54 回日本
生殖医学会、金沢、2009年 11月 23日. 
 

薄井里英、大口昭英、泉章夫、桑田知之、松原茂樹、鈴木光明：膣内グラム陽

性桿菌（GPR）と早産との関係	 ー GPR の多寡が１週間以内の分娩を予知す
るかー	 第 3回早産予防研究会	 2009年 6月 20日	 東京 
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薄井里英, 渡辺尚, 松原茂樹, 奥野さつき, 桑田知之, 大口昭英, 泉章夫, 鈴木
光明. 帝王切開後低容量未分画ヘパリン投与後の創部出血.第19回日本産婦人
科・新生児血液学会学術集会	 2009年6月12日	 札幌（日本産婦人科・新生児血

液学会誌 2009; 19: 29-30） 
 
渡辺博、泉章夫、多田和美、大島教子、松原茂樹：栃木県周産期医療連携セン

ターの活動報告。第 45 回日本周産期新生児医学会総会	 名古屋	 2009 年 7 月
14日	 （日本周産期新生児医学会雑誌	 45（2）374） 
 

渡辺博、泉章夫、多田和美、大島教子、松原茂樹、佐山雅昭：（シンポジウム）

栃木県の取り組み：栃木県周産期医療連携センターの活動報告。平成 21年度日
本産婦人科医会関東ブロック協議会。（同抄録集 15）	 長野	 2009 年 9 月 14

日 
 
渡辺尚：産科 DICを来しやすい基礎疾患．第 3回 SIRS-DIC研究会，宇都宮，

2009年 6月 26日． 
 
渡辺	 尚（シンポジスト），馬場洋介，田中均，佐藤友美，泉章夫，松原茂樹，

鈴木光明：地域周産期医療機関（二次医療施設）と総合周産期母子センター（三

次医療施設）との連携の重要性．日本のお産を守る会・第 3 回シンポジウム，
2009年 3月 14日，東京 

 
渡辺尚、松原茂樹、橋本祐子、藤永友佳子、大丸貴子、浅田京子、池田伴衣、

新井富士美、鈴木光明：幼少児にみられる小陰唇癒着症に対する用手的癒着剥

離術	 第 27回日本産婦人科感染症研究会	 2009年 6月 20日 
 
渡辺尚、松原茂樹、橋本祐子、大丸貴子、浅田京子、池田伴衣、鈴木光明：幼

少児にみられる小陰唇癒着症に対する用手的癒着剥離術。第 10回栃木産婦人科
手術研究会	 2009年 7月 31日 
 

山本弥寿子、小松正明、麓祥一、谷本圭司、檜山桂子、大谷敬子、大瀧滋、鈴

木光明、西山正彦、平田英司、藤原久、工藤美樹 . 卵巣癌における
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TC(paclitaxel/crboplatin)療法の抗癌剤感受性関連遺伝子の検討. 第 47 回日本癌
治療学会 2009年 10月 22‐24日	 横浜 
 

 
著書・総説 
 

藤原寛行、今野	 良、根津幸穂、小田切公平、種市明代、竹井裕二、鈴木光明：

ロイコトリエン容体拮抗剤を中心として	  産婦人科の実際	 58:1125-30,2009. 
 

藤原寛行、今野	 良、根津幸穂、小田切幸平、種市明代、竹井裕二、鈴木光明：

月経困難症に対するロイコトリエン受容体拮抗剤(モンテルカスト)の有用性の
検討. 産婦人科の実際 58(8): 1125-1130, 2009. 

 
藤原寛行：月経困難症、婦人科感染症. In 梶井英治（監）：治療薬・治療指針. 東
京	 羊土社、531-544, 2009. 

 
平野由紀、柴原浩章、永山志穂、大丸貴子、高見澤	 聡、鈴木光明：「ここが聞

きたい不妊・不育診療ベストプラクティス」卵管因子を疑う症例には、従来の

全身麻酔下に行う診断的腹腔鏡検査より侵襲が低い経腟法が良いと聞いていま

す。その詳細について教えてください. 臨床婦人科産科、63 (増大号); 392-395, 
2009. 

 
平野由紀、柴原浩章、島田和彦、鈴木光明：STD と不妊 ―クラミジア・トラ
コマティス感染症を中心にー. 産婦人科治療 98: 173-181, 2009. 

 
平野由紀、柴原浩章、島田和彦、鈴木光明：Chlamydia trachomatisによる卵管
性不妊症. 産婦人科の実際、58: 1365-1370, 2009. 

 
平野由紀、柴原浩章、島田和彦、鈴木光明：クラミジアによる卵管傷害と免疫. 臨
床免疫・アレルギー科、56: 166-175, 2009. 

 
平野由紀、柴原浩章、島田和彦、鈴木光明：Chlamydia trachomatisによる卵管
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性不妊モデルマウスの作製とその病態解明.Hormone Frontier in Gynecology、
16: 325-334, 2009. 
 

泉章夫：胎児機能不全（ＮＲＦＳ）。産婦人科研修ノート	 診断と治療社	 東京	 

2009 p363-365 
 

泉章夫：子宮外妊娠での輸血。周産期・新生児の輸血療法	 メジカルビュー社	 

東京	 2009 p39-42 
 

泉章夫：不妊治療後の妊娠・分娩。不妊・不育外来実践ハンドブック	 中外医

学社	 2009 p202-206 
 

苛原	 稔、矢野	 哲、深谷孝夫、峯岸	 敬、柴原浩章、福田	 淳、藤井俊策、

桑原	 章：卵巣過剰刺激症候群の管理方針と防止のための留意事項. 日産婦誌 
61: 1138-1145, 2009. 

 
郡山純子、柴原浩章：抗精子抗体.	 産婦人科研修ノート、診断と治療社. pp115
～118, 2009. 

 
郡山純子、柴原浩章、鈴木光明：内分泌調節系.  子宮疾患・子宮内膜症の臨床 ― 
基礎・臨床研究のアップデート ―、日本臨床 2009年増刊、 67 (Suppl 5): 23-32, 

2009. 
 
桑田知之, 松原茂樹. 二絨毛膜双胎におけるDiscordant twin. 産婦実際 2009；

58(1); 17-21 
 
桑田知之、松原茂樹：子宮内胎児発育に影響を及ぼす要因—多胎妊娠—。周産

期医学	 2009；39；567-570 
 
松原茂樹：NT（頸部皮下液体貯留）肥厚といわれましたが？	 周産期医学	 

2009：39（増刊号）39-41 
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松原茂樹：「産婦人科診療ガイドライン産科編 2008」を使いこなすコツ。栃木
県産婦人科医報	 2008;35:56-61（昨年未掲載） 
 

松原茂樹：栃木県の助産師は充足しているか？栃木県産婦人科医報

2008;35:76-81（昨年未掲載） 
 

松原茂樹：母子保健部・母子保健委員会報告。栃木県産婦人科医報 
2008;35:89-91 
 

松原茂樹：帝王切開術 I 基本術式	 そのコツと勘所。In 三橋直樹、綾部琢哉（編
集）産婦人科研修ノート	 175-179	 診断と治療社	 2009 
 

松原茂樹：帝王切開術 II difficult caseでの工夫。In 三橋直樹、綾部琢哉（編集）
産婦人科研修ノート	 180-183	 診断と治療社	 2009 
 

松原茂樹：「産後に胎胞膨瘤」「the shorter, the better」「帝王切開の特殊性」「前
置胎盤：膣方向への出血に留意」In 三橋直樹、綾部琢哉（編集）産婦人科研修
ノート	 176, 178, 179, 183	 診断と治療社	 2009 

 
松原茂樹：妊娠 41週以降の分娩。	 周産期医学	 2009；39：403-410 
 

松原茂樹：前期破水。今日の治療指針	 （山口徹ら編集）	 医学書院	 東京	 p 
947-948, 2009	  
 

松原茂樹：重症悪阻で意識を失った ；Wernicke脳症。周産期救急その時どうす
る。光田信明（編）、ペリネータルケア 2009年増刊号	 pp34-38, メデイカ出版	 
大阪 

 
松原茂樹：妊娠中に服用した薬物の胎児への影響は？	 ペリネータルケア	 

28:157-159, 2009 

 
松原茂樹：妊婦へのつわりの対応は？	 ペリネータルケア	 28:297-299, 2009 
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松原茂樹	 （編集）	 帝王切開術を見直す	 産婦人科の実際	 2009；58：663-736 
 
松原茂樹：妊婦の「胎動減少」の訴えへの対応は？	 ペリネータルケア	 28；

623-625：2009 
 
松原茂樹：子宮外妊娠の見落とし	 周産期医学	 2009；39：992-994 

 
松原茂樹：切迫早産と胎盤早期剥離との鑑別	 周産期医学	 2009；39：
1010-1012 

 
松原茂樹：膣外陰血腫に気がつかない	 周産期医学	 2009；39：1059-1061 
 

松原茂樹：妊娠 41週以降妊婦の取り扱いは？	 日産婦誌	 2009;61:N467-471 
 
松原茂樹：切迫早産の中から常位胎盤早期剥離を拾い出すコツ。キッセイ薬品

ブックレット	 （2009年 8月） 
 
松原茂樹、薄井里英、大口昭英：常位胎盤早期剥離と胎児心拍陣痛図。産婦人

科の実際	 2009；58：2085-2094 
 
永山志穂、柴原浩章、鈴木光明：「がん ‐肥満・糖尿病との関係」PCOSとは？

PCOS と肥満の関係、治療法について教えてください . 肥満と糖尿病  8: 
354-356, 2009. 
 

永山志穂、柴原浩章、鈴木光明：黄体賦活法.  (In) 不妊治療マニュアル、産婦
人科の実際	 2009年臨時増刊号、58: 1721-1727, 2009.  
 

柴原浩章：rec FSHと自己注射の将来. pp 40-45, (In) rec FSH - 臨床の展開.  
Schering-Plough Reproductive Medicine Series Vol. 4, 2009. 
 

柴原浩章：多嚢胞性卵巣症候群の内視鏡治療 ‐最近の知見.	 日本医事新報「一
週一話」日本医事新報社、No. 4431, p103, 2009. 
 



 24 

柴原浩章：「生殖医療最前線」調節卵巣刺激. Pharma Medica 27: 9-16, 2009. 
 
柴原浩章：「C.A.Mobile 妊娠健康ナビ」 http://piyo.tv、2009. 

不妊症専門医への質問  不妊症 Q&A. 
 
1. 概説と原因について. 

2. 受診、検査について. 
3. 治療について. 
 

柴原浩章：「周産期相談 318 お母さんへの回答マニュアル」第 2版. 
I. 不妊と不育について. 周産期医学 Vol. 39 増刊号、2009、東京医学社. 
 

1. 精子が少ないといわれましたが？ pp 2-3. 
2. 体外受精について教えて下さい. pp 4-5. 
3. 人工授精は何回までできますか？ p 6 

4. 排卵誘発剤を使っていますが心配です. Pp 7-9. 
5. 排卵日を知る方法は？ Pp 10-11. 
6. 基礎体温の付け方は？ Pp 12-13. 

7. 流産を繰り返していますが、どういう検査を受けたらよいですか？  
pp 14-17. 

8. 以前に中絶をしたことがあって心配です. pp 18-19. 

9. 結婚して 1年たっても妊娠しません。不妊症ですか？ pp 20-21. 
10. 高プロラクチン血症と言われました。妊娠できますか？ pp 22-24. 
11. ダイエットしたら無月経になりました。妊娠できますか？ pp 25-27. 

12. 前回 (稽留) 流産で胎児が育っていないと言われました。次の妊娠は大丈夫
ですか？ pp 28-29. 

鈴木光明、藤原寛行、竹井裕二：卵巣癌の初回治療. 癌と化学療法. 36:224-229. 

2009. 

鈴木光明、藤原寛行、竹井裕二：婦人科がん治療ガイドライン策定の背景と今

後の動向	 V. 卵巣癌の初回治療  癌と化学療法	 36:224-229,2009. 
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鈴木光明、藤原寛行、竹井裕二：上皮性卵巣がんの debulking ‐後腹膜腫大リ
ンパ節の摘出‐	  産と婦	 76:416-419,2009. 
 

鈴木光明、大和田倫孝：婦人科疾患の診断・治療・管理	 10.4）広汎子宮全摘
出術  日産婦誌	 61:N-211-216,2009. 

 

鈴木光明：子宮頸部細胞診報告様式の改訂に向けて‐ベセスダシステムに基づ

く新分類について‐   日臨細胞学会埼玉県支部会誌	 27:8-11,2009.                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
 

鈴木光明：婦人科の病気	 ぐんぐん健康になる食事･運動・医学の事典  法研（東
京）2009年 9月 8日	 ｐ501-532 

 

鈴木光明：「ベセスダシステム 2001 準拠子宮頸部細胞診報告様式」普及のため
に  マクロファージーフォーラム	 16(3):526,2009. 

 

鈴木光明：子宮頸がんの発症機序と予防ワクチン導入の意義   複十字	 
329:28-29,2009. 
 

鈴木達也、柴原浩章、永山志穂、大丸貴子、高見澤	 聡、鈴木光明：「産婦人科

専攻医の研修―何を教える？何を学ぶ？」生殖医療の腹腔鏡検査・手術.  
産科と婦人科 76: 732-737, 2009. 

 
高見澤	 聡、柴原浩章、鈴木光明：「女性疾患」 更年期障害. 治療薬・治療指針
ポケットマニュアル、(監) 梶井英治、羊土社、pp 527-530、2009. 

 
高見澤	 聡、柴原浩章、橘	 直之、池田伴衣、徳永	 誠、鈴木光明：卵巣刺激

における新展開.  臨床婦人科産科、63: 1378-1387, 2009. 

 
渡辺	 尚：思春期における無月経と月経異常．治療薬・治療指針ポケットマニ

ュアル 2009，梶井英治監修，小谷和彦・朝井靖彦編集，羊土社，東京，p524-526, 

2009 
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渡辺	 尚：病院めぐり「芳賀赤十字病院」．臨床婦人科産科，医学書院，東京，

p91,2009． 
 

渡辺尚、松原茂樹：分娩子宮破裂	 （子宮疾患・子宮内膜症の臨床—基礎・臨
床研究のアップデート）日本臨床	 2009；67：398-401 
 

＊「エビデンスを目指す	 不妊・不育外来実践ハンドブック」(編著) 柴原浩章、
中外医学社. 東京、2009年 8月 10日	 発行. 

 

柴原浩章：初診・再診時の面談のコツ ―私はこうしているー. pp 2-6. 
	 	 	 	 	 女性不妊症の診断. pp 31-37. 
	 	 	 	 	 一般不妊治療  排卵誘発法/卵巣刺激法. pp 100-108. 

	 	 	 	 	 ART  外来管理法 (卵巣刺激法、黄体期管理). pp 150-160. 
	 	 	 	 	 着床前診断 (PGD) の現状. pp 265-270. 
 

泉	 章夫：不妊治療後の妊娠・分娩. pp 202-206. 
 
藤原寛行：腹腔鏡下手術  卵巣腫瘍. pp 130-135. 

 
高見澤聡：外来診察室、臨床検査室、手術室. pp 12-19. 
	 	 	 	 	 不妊学級・IVF学級の役割. pp 24-28. 

	 	 	 	 	 抗透明帯抗体. pp 78-81. 
	 	 	 	 	 子宮鏡下手術 (TCR). pp 125-129. 
	 	 	 	 	 採卵と胚移植. pp 161-167. 

	 	 	 	 	 OHSS. pp 181-187. 
	 	 	 	 	 同種免疫異常. pp 250-251. 
	 	 	 	 	 不育外来  OK 432. pp 262-264. 

 
鈴木達也：女性不妊症  卵管・子宮因子. pp 54-66. 
	 	 	 	 	 腹腔鏡下手術  子宮筋腫. pp 136-137. 

	 	 	 	 	 多胎妊娠. pp 188-194. 
	 	 	 	 	 不育外来  子宮因子. pp 240-243. 
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	 	 	 	 	 不育外来  手術療法. pp 256-258. 
 
平野由紀：経腟腹腔鏡下手術. pp 138-142. 

	 	 	 	 	 不育症外来のすすめかた. pp 214-223. 
	 	 	 	 	 不育症の診断. pp 228-231. 
	 	 	 	 	 抗リン脂質抗体症候群. pp 244-249. 

	 	 	 	 	 不育外来  抗凝固療法. pp 259-261. 
 
島田和彦：女性不妊症  内分泌因子. pp 38-53. 

	 	 	 	 	 ARTの適応. pp 143-149. 
	 	 	 	 	 不育外来  内分泌因子  生殖内分泌. pp 232-234. 
 

郡山純子：女性不妊症  頸管因子. pp 67-73. 
	 	 	 	 	 抗精子抗体. pp 74-77. 
	 	 	 	 	 精子調整法. pp 117-121. 

 
菊池久美子：検査・治療前のインフォームドコンセント. pp 29-30. 
	 	 	 	 	 	 人工授精. pp 92-99. 

	 	 	 	 	 	 流産・早産と先天異常. pp 195-196. 
	 	 	 	 	 	 不育外来  染色体. pp 252-255. 
 

橘	 直之：不育外来  内分泌因子  内分泌内科 (糖尿病、甲状腺). pp 235-239. 
 
角田啓道：採精室、培養室. pp 20-23. 

	 	 	 	 	 ART  ラボラトリーワーク (IVF、ICSI、胚盤胞、AHA、凍結保存).  
pp 168-175. 

 

山口千恵子：精液検査の実際. pp 92-99. 
 
西脇京子：ART  後がない心理を支える. pp 176-180. 

 
田村恵理子：不妊相談士の役割. pp 7-11. 
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	 	 	 	 	 	 喪失体験を乗り越える ー「不妊の喪失を理解する」. pp 197-201. 
 
牟田智枝子：不育症患者援助のポイント. pp 224-227. 

 
その他 
藤原寛行：[特別講演]	 「HRTの現状」	 芳賀郡市薬剤師会講演会、真岡市、2009

年 4月 9日. 
 
藤原寛行：[講演]	 「卵巣癌に対する化学療法」	 ヤンセンファーマ社教育講演、

小山市、2009年 4月 17日. 
 
藤原寛行：[特別講演]	 「新しい子宮内膜症治療薬の使用経験」	 薬師寺子宮内

膜症カンファレンス、宇都宮市、2009年 4月 22日. 
 
藤原寛行：[パネルディスカッション] 「地方グループにおける臨床試験の方向

性」	 第 6回婦人科癌会議、米子市、2009年 7月 24日. 
 
藤原寛行：[ワークショップ] 「若年子宮体癌に対する妊孕能温存療法-成績と

pitfall-」	 第 46回日本婦人科腫瘍学会学術集会、新潟市、2009年 7月 11日. 
 
藤原寛行：[特別講演]	 「子宮内膜症の薬物治療」	 小山・下都賀郡市・県南地

区産婦人科医会合同研修会、小山市、2009年 10月 16日. 
 
平野由紀：[ワークショップ；胚盤胞培養の現状と問題点」胚盤胞移植の臨床応

用と問題点.  
 
泉章夫：第６１回日本産科婦人科学会学術講演会	 ランチョンセミナー、硫酸

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑによる切迫早産の管理法。京都。2009.4.3. 
 
桑田知之：教育講演	 「妊娠初期エコーのチェックポイント」	 宇都宮産婦人

科医及び各郡支部合同研修会	 2009年 5月 8日	 宇都宮 
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桑田知之：特別講演	 「産科外来での超音波検査ー医師にも助産師にも役立つ

ポイントー」	 第 34回栃木県母性衛生学会学術集会	 2009年 6月 13日 宇都
宮 

 
桑田知之：「平成 21 年度助産師再就職支援研修カリキュラム‐周産期医療の最
新情報‐胎児心拍数モニタリング」	 2009年 10月 29日	 とちぎ健康の森	 栃

木県看護協会内 
 
桑田知之：「平成 21 年度助産師再就職支援研修カリキュラム‐周産期医療の最

新情報‐妊娠中・分娩時の胎児診断」	 2009年 10月 29日	 とちぎ健康の森	 栃
木県看護協会内 
 

町田静生、高橋詳史、野中宏亮、種市明代、竹井裕二、嵯峨泰、藤原寛行、鈴

木光明：子宮体癌に対する TSU-68単剤および TSU-68、パクリタキセル併用療
法の基礎的検討	 DIF研究会	 2009年 2月 21日	 東京 

 
松原茂樹:	 「産婦人科診療ガイドライン産科編 2008」をガイドする。平成 20
年度富山県新生児死亡改善対策講習会（特別講演）	 2009 年 3 月 13 日	 富山

市 
 
松原茂樹：「エコーの落とし穴」解説兼座長（イントロダクション）。平成 21年

度宇都宮産婦人科医会および郡支部会合同研修会	 2008年 5月 8日	 宇都宮 
 
松原茂樹：Introduction「周産期冬の時代？」	 第 34回栃木母性衛生学会総会。

2009年 6月 13日	 宇都宮 
 
松原茂樹：Introductory remarks 解説兼座長	 シンポジウム「産科における超音

波診断」	 第 117回日本産婦人科学会関東連合地方部会	 2009年 6月 14日、
東京 
 

松原茂樹：切迫早産から胎盤早期剥離を拾い出すコツ。K-net カンファレンス	 
2009年 6月 19日	 東京 
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松原茂樹：日本のお産は安全か？—医者の美学と上手な受診のコツー。平成 21
年度自治医大市民公開講座	 2009年 8月 8日	 自治医大 
 

松原茂樹：切迫早産から胎盤早期剥離を拾い出すコツ 第 50 回栃木県周産期研
修会	 2009年 9月 16日	 自治医大 
 

松原茂樹（聞き取り）；「お産」を考える	 ALPS 2009 年 10月	 2009;96: 2-7 
 
松原茂樹：学会用語が乱れている	 自治医大図書館ニュース	 2009;28(10) 

http://lib.jichi.ac.jp/info/09/09-10essei.html 
 
松原茂樹：母子保健の理念と職場における母性管理。2009年栃木県母性健康管

理研修会講演	 2009年 11月 26日	 宇都宮 
 
松原茂樹：JPEC 周産期医学講座	 周産期医学における発表・報告のコツ 1 	 

2009年 10月 19日	 自治医大 
 
松原茂樹：JPEC 周産期医学講座	 周産期医学における発表・報告のコツ 2	  

2009年 10月 26日	 自治医大 
 
松原茂樹；JPEC 周産期医学講座	 産婦人科診療ガイドライン改訂版（2011）

解説	 2009年 11月 9日	 自治医大 
 
松原茂樹；JPEC 周産期講座	 Society of Gynecologic Investigation 速報；

preeclampsia-今何が問題か？—	 2009年 11月 16日	 自治医大 
 
松原茂樹：modulator and commentator for Dr. J. M. Robinson “Placental 

proteomics: a gateway to functional analysis. 私立大学戦略的研究基盤形成支援
事業シンポジウム	 	 2009年 11月 7日	 東京（日本医大） 
 

松原茂樹、大口昭英：地域（栃木県）における妊婦健診体制の現状、および妊

婦健診に際して問題となり得る産科病態に関する検討。	 厚生労働科学研究費



 31 

補助金（子ども家庭総合研究事業）「わが国における新しい妊婦健新診体制構築

のための研究（松田義雄班研究）」	 平成 20年度総括・分担研究報告書	 168-193	 
2009年 3月	  

 
大口昭英、松原茂樹：妊娠中期の子宮動脈血流速度波形計測と血清 sFlt1：PlGF
比および sEng反復測定による早産妊娠高血圧腎症発症予知法の開発。厚生労働

科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）「わが国における新しい妊婦健新

診体制構築のための研究（松田義雄班研究）」	 平成 20 年度総括・分担研究報
告書	 261-273	 2009年 3月	  

 
柴原浩章：[大学院講義] 不妊と免疫.  平成 20年度生殖補助医療胚培養特論、 
国際医療福祉大学、那須塩原、2009年 1月 8日. 

 
柴原浩章：[特別講演] 排卵誘発法の話題. 鹿児島地区不妊治療勉強会、鹿児島、
2009年 1月 9日. 

 
柴原浩章：[講演] 生殖医療の最新情報.  日本生殖医療心理カウンセリング学会	 
生殖心理カウンセラー養成講座.	 	 東京、2009年 1月 24日. 

 
Shibahara H：[Invited speech] Diagnosis and treatment of immunologically 
infertile females with antisperm antibodies. Bio-immunoregulatory Mechanisms 

Associated with Reproductive Organs: Relevance in Fertility and in Sexually 
Transmitted Infections. 
National Institute of Immunology, New Delhi, India、2009年 2月 11日 

 
柴原浩章：[特別講演] クラミジア感染による卵管性不妊症の病態. 第 12回秋田
県尿路生殖器・免疫感染研究会、秋田、2009年 6月 18日. 

 
柴原浩章：[講演] 抗精子抗体、最近のトピックス.  第 17 回茨城不妊臨床懇話
会、水戸、2009年 7月 5日. 

 
柴原浩章：[講演] 抗精子抗体、最近のトピックス.  第 17 回茨城不妊臨床懇話
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会、水戸、2009年 7月 5日. 
 
柴原浩章：[ランチョンセミナー] 生殖医療のフロントライン. 第 57回日本産科

婦人科学会北日本連合地方部会、シェリングプラウ・ランチョンセミナー、札

幌、2009年 8月 29日. 
 

柴原浩章：[講演] 産婦人科領域における性感染症の話題.	 持田製薬ベセルナク
リーム講演会、宇都宮、2009年 9月 16日. 
 

柴原浩章：[講義：不妊相談に必要な生殖医学] 生殖医療の最新情報. 日本生殖医
療心理カウンセリング学会	 不妊相談師(不妊コンサルタント)養成講座.	 東京、
2009年 9月 26日. 

 
柴原浩章：[講義：生殖医学講座] 生殖医学の最新の話題. 日本生殖医療心理カウ
ンセリング学会	 生殖心理カウンセラー養成講座.	 東京、2009年 10月 24日. 

 
柴原浩章：[特別講演] 実験モデル動物を用いたクラミジア感染症の病態解明. 
第 8回青森県 STD研究会、青森、2009年 11月 7日. 

 
柴原浩章：[特別講演] ARTのフロントライン. 第 5回神戸 ART懇話会、神戸、
2009年 11月 14日. 

 
柴原浩章：[教育セミナー] 「単一胚移植」時代に卵巣刺激法を再考する ～ART
による副作用の完全回避への期待～ 第 54 回日本生殖医学会、塩野義製薬ラン

チョンセミナー、金沢、 
2009年 11月 23日. 
 

白石康子、郡山純子、平野由紀、柴原浩章、鈴木光明：[ワークショップ：精子・
精巣と生殖免疫] 精子不動化抗体陽性不妊男性の血中抗体が認識する精子抗原
の解析. 第 24回日本生殖免疫学会、東京、2009年 11月 27日. 

 
鈴木光明：子宮頸がんはワクチンと検診で予防できる. SSセミナー	 2009.2.14.  
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甲府市 
 

鈴木光明：ヒトパピローマウイルスと子宮頸癌ならびに頸癌予防ワクチンにつ

いて.日本医師会生涯教育協力講座	 2009.1.31. 甲府市 
 

鈴木光明：ヒトパピローマウイルスと子宮頸がん‐予防ワクチンの話題も含め

て‐ 日本医師会生涯教育協力講座	 2009.2.11. 長野市 
 
鈴木光明：子宮頸癌は予防できる‐検診とワクチン‐本庄市児玉郡医師会癌集

団検診医会	 2009.3.2. 本庄市 
 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチンの話題を中心に	  女性の健康週間セミナー	 

2009.3.3.  東京都 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防できる‐HPVワクチンを中心に‐	  女性の健康週

間「親から子へ伝えたい	 2009.3.6. 神戸市	  命の尊さと女性の病気‐シンポ
ジウム 

 

鈴木光明：HPVウイルスと子宮頸がん‐HPVワクチンの話題も含めて‐第 8回
高知県ウイルス感染症研究会	 2009.3.27.  高知市 

 

鈴木光明：ベセスダシステム準拠子宮頸部細胞診報告様式理解のために	  両毛
地区産婦人科講演会	 2009.3.31.  足利市 
                                                                                                                                                                                                                                                           

鈴木光明：これだけは知っておきたい女性のがんの基礎知識. がんサポート	 
71:12-17,2009. 
   

    鈴木光明：HPVと子宮頸がん. 平成 21年度江戸川産婦人科医会	 2009.6.10. 東
京 

 

鈴木光明：HPVと子宮頸部腫瘍. 第 27回日本産婦人科感染症研究会	 シンポジ
ウム“HPVと婦人科疾患”2009.6.20. 宇都宮市 
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鈴木光明：粘液性腺癌の臨床病理・分子生物学. 三海婦人科がん学術講演会	 
2009.6.20.  岡山市 

 

鈴木光明：がん予防の最前線：HPVワクチンによる子宮頸がん予防. 第 56回地
域医療病診連携懇話会	 2009.7.2. さくら市 

 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できる‐検診とワクチン‐平成 21年度鹿沼市健康
づくり講演会	 2009.8.4. 鹿沼市 

 

鈴木光明：HPV予防ワクチンについて. 平成 21年度日産婦医会北海道ブロック
協議会	 2009.8.23.  札幌市 

 

鈴木光明：「“女性のがん検診無料クーポン券”の有効利用」 日本産婦人科医会、
ゼロプロジェクトが取り組む子宮頸がん検診受診率向上策.  子宮頸がん征圧を
めざす専門家会議	 緊急ワークショップ	 2009.9.9. 東京都 

 
鈴木光明：進化するがん治療：子宮頸がんとその予防. 第 5回セミナー進化する
癌治療（Team NET）2009.9.18.  東京都 

 
鈴木光明：卵巣粘液性腺癌の治療戦略 . 栃木県婦人科がん治療セミナー	 
2009.9.18. 宇都宮市 

 
鈴木光明：HPVと子宮頸がん. 第 9回東京性感染症研究会	 2009.9.26. 東京都 

 

鈴木光明：子宮頸がんと予防ワクチン. BS「ひるおび」に出演	 2009.10.2. 東
京都 

 

鈴木光明：子宮頸がん検診は不滅です‐検診と予防ワクチンによる子宮頸がん

撲滅‐	 平成 21年度女性のがん予防・検診啓発事業	 「とちぎ de ピンクリボ
ン」2009.10.3. 宇都宮市 

 
鈴木光明：ヒトパピローマウイルスと子宮頸がん‐予防ワクチンの話題も含め
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て‐ 日本医師会生涯教育協力講座	 2009.10.17.  青森市 
 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン. 子宮頸がん撲滅への医療連携講演会	 

2009.22.6. 栃木県 
 
鈴木光明：新しい子宮頸部細胞診報告様式ならびに頸がん検診受診率向上にむ

けて. 平成 21年度日本産婦人科医会山口県支部研修会	 2009.11.8. 山口市 
 

鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン . NHK「私も一言！  夕方ニュース」	 

2009.11.10. 東京都 
 

鈴木光明：がん対策委員会の事業計画ならびに婦人科がんをとりまく諸情勢. 第

25回全国支部がん担当者連絡会	 2009.11.15.  東京都 
 

鈴木光明：子宮頸がん検診への課題‐検診受診率向上とベセスダシステムの導

入. 子宮頸がん予防のためのプロフェショナルワークショップ	 2009.11.15. 
東京都 
 

鈴木光明：子宮頸がん検診とは. 日本産婦人科学会・日本小児科学会・子宮頸が
ん征圧をめざす専門家会議「子宮頸がん啓発のための市民公開講座」	 

2009.11.22. 東京都 

 
鈴木光明：パピローマウイルス（HPV）と子宮頸がん‐検診とワクチンで日本
の女性を守ろう‐	 第 6 回沖縄ヘルペスウイルス感染症研究会	 2009.12.1. 那

覇市 
 
鈴木光明：子宮頸がん‐治療するがんから予防するがんへ‐子宮頸がん啓発市

民フォーラム	 2009.12.6.  東京都	  
 
鈴木光明：子宮頸がんの最新情報. 日本テレビ「おもいっきり DON」2009.12.11.  

東京都 
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鈴木光明：子宮頸がんの征圧を目指して‐検診とワクチンによる予防戦略‐	 

宮崎県学術講演会	 2009.12.8.  宮崎市 
 

鈴木光明：子宮頸がんは予防できる‐検診と頸がん予防ワクチン‐ 長崎県産婦
人科学術講演会	 2009.12.10.  長崎市 
 

鈴木光明：がんは予防する時代,子宮頸がん. BS朝日	 「鳥越俊太郎	 医療の現
場！」 2009.12.16.  東京都 
 

渡辺	 尚：大学病院産婦人科における思春期外来の意義とその実態．助産学演

習 II[ウィメンズ／思春期]特別講義．国際医療福祉大学大学院，大田原市，2009
年 1月 21日． 

 
渡辺	 尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知ってお
くべきこと―．栃木県立茂木高等学校，茂木町，2009年 6月 22日． 

 
渡辺	 尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知ってお
くべきこと―．小山市立桑中学校，小山市，2009年 7月 3日． 

 
渡辺	 尚：妊娠とくすり．平成医新の会，真岡市，2009年 7月 7日 
 

渡辺	 尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知ってお
くべきこと―．栃木県立真岡高等学校，真岡市，2009年 7月 9日． 
 

渡辺	 尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知ってお
くべきこと―．栃木県立真岡高等学校定時制，真岡市，2009年 7月 15日． 
 

渡辺	 尚：基調講演，思春期を支える地域連携とは．とちぎ思春期研究会、第

174回月例研修会，真岡，2009年 11月 7日． 
 

渡辺	 尚：性教育講演．大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知ってお
くべきこと―．栃木県立真岡工業高等学校，真岡市，2009年 11月 10日． 
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渡辺	 尚：妊産婦の栄養管理．栃木県栄養士学会平成 21 年度生涯学習研修会，
宇都宮市，2009年 12月 13日． 
 


